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◇登校日が残すところ10日をきってしまいました。
3月・・・予想はしていましたが、やはり「去る」速さで一日一日が過ぎています。子ども

たちが登校するのも、卒業式も含めてあと8日となってしまいました。23日は「卒業式」、24
日からは「春休み」となり、次に子どもたちが登校するのが４月６日（木）となります。その日は、
令和５年度の小学校、中学校の「入学式」「始業式」です。もう一ヶ月もありません。そう考えますと、
時の経つスピードに驚きます。本当に、一日一日を大切にしていかなければなりませんね。

◇ベルマーク４００万点で表彰されました。
この度、大槻小学校が「ベルマーク４００万点」の表彰を受けました。

４００万点・・・とてもすばらしい記録であります。常日頃、皆さんから回収
したベルマークをPTA環境部の皆様、本部役員の皆様が、一つ一つ整理されて、
点数を確認し、送付していただいた結果です。
ベルマーク基金につきましては、子どもたちの学校生活に役立ていきたいと

考えています。これからも、ご協力よろしくお願いいたします。

◇式場作成が行われました。体育館の空気が変わりました！
３月１０日（金）、５校時終了後に、５年生の子どもたちと教職員で、体育館の式場作成を行いま
した。今回の式場作成は、椅子、演題、ピアノ、そして赤いカーペットのセッティングでした。
何もなかった体育館に準備が整うと、それだけで、何かピリッと空気感が変わります。ここで、

間もなく「卒業式」が行われると思うと、少し緊張感も高まってきます。今週も卒業式の練習は続
きます。６年生の子どもたちも、在校生代表の５年生の子どもたちも、心にほどよい緊張感をもち

ながら練習に取り組むことと思います。本当に、もう少し・・・間もなくですね。
。

校長のひとりごと
先週のある朝のこと、交通指導に行こうと学校を出てＪＡ

方面に歩いていると、学校隣りある神社で何人かの子どもたち
が登校班が揃うのを待っていました。はじめ、２人の男の子が
神社の縁側に腰をおろして、友達が来るのを待っていました。
春の温かな光りの中での、その光景が妙にかわいらしく思えま
した。他の子どもたちにも、「どうぞ」と誘い、記念写真！！
神社には、「座らせていただきありがとうございます」と心の中

で唱えてのことです。なんとも微笑ましい、朝の一コマでした。
話は変わりますが、私の音楽人生の一つについて・・・

私は、今から２５年頃前に「郡山ジュニアオーケストラ」という
団体の指導者になりました。ジュニアオケとは、音楽を愛好する
小学生から高校生までが集まり、オーケストラで楽曲の練習を楽しむ団体です。年に一度、定期演

奏会が行われ、そこでは指揮者として出ていました。自分が教頭になってからは、なかなか練習に

顔を出せなくなり、休止状態に・・・。ところが、今年、約１２年ぶりにオファーがあり、来年度

の定期演奏会で指揮をすることになりました。曲は、モーツアルトの「オーボエ協奏曲」です。

ステージでの体力がもつか、足をつったりしないか・・・そこが心配です。演奏会は９月２４日です。




